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【方法】 皿i院で2007年から2016年211に胸水穿

刺を施行された21例について検討した．

【結果】 リ)性13例，女性8例で原疾忠はRA20

例, SLEl例であった. 11例がRAIIm水, 2例が結

核性lliﾘ水と診IW『された．前肖11例のうち5例で胸

水ADAけl.を認め, lltj水IFNγを巡川I測定しえ

た4例金|911でIFNγは低価であった． また後者2

例のうち1例は結核沿療に反応せず, IIMII蝋生検か

ら結核性llmll腱炎は否定され，追川l測定したIIm水

IFNγは低価であった．雌終的に薬尚'l性ループス

による漿II蝋炎の診'桁に至った．

【結論】 RAIIm水では結核性胸水との鑑別にIFN

γ低llfiが{T川である可能性がある．

として和I1.せず, ilijf第ll指DIPIMI節変｝1!と乎指

に皮膚砿化をわずかに認めていたがレイノー症状

は無かった．治療にはPSL,AZP, CPAをlllいた

が，数Inlの'if!fl蛸悪でﾀ亡に至った．

上述したフローチャー|､と最近の知見を交えて

当症例の治旅の妥当'『|§および流旅効果について検

討した．

l膠原病・リウマチ性疾患患者における胸水性

状の検討
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【背剥ll2Iji病やIMI節リウマチ(RA)症例のIIM

水診l析において感染症との雛別が砿甥であるが，

特に結核性llm水との鑑別はしばしば|ｲ《l雌である．

【 '二l的】 ｜|響I;(病・ RA症例のllm水性状を検討し，

診断に｛i川な〃法を模索する．


